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ディケンズが描 く女性には,ど こか共通 した ところがある。初期の作
品に出て くるヒロイン達 と,晩 年の作品に出て くるヒロイン達 とでは,
多少感 じが変わっているが根本的なものにはそんなに違いはない。当時
の社会情勢のせいか もしれないが,だ いたいのヒロイン達は小柄でスマ
ー トである。純真無垢で愛 らしく,美 しく,心 根の優 しい,た だ傍にい
て くれるだけで周 りの人々を幸せにしてしまうような少女達である。デ
ィケンズは大衆 うけするように,読 者の反応を見なが ら作品を書き進め







ディケンズが描 くヒロイン達 と,デ ィケンズが実生活で接 してきた女
性達 とは,か なり深い関係 にあるらしい。それもディケンズが愛した女
性 となれば,尚 更のことである。
第一にマライア ・ビー ドネル,彼 女はディケンズの多 くのヒロイン達
を作った人物である。マライァはディケンズの初恋の人であ り,彼 女自
身意識 していないまでも,デ ィケンズに本当の家庭の暖かさを教えた最
初の人であった。だから,デ ィケンズがマライア家へ幾度 とな く通った
のは,単 にマライアに会いたいという気持からだけでな く,一 家の団欒
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に加わ りたい気持 も大いにあったようである。1)デ ィケンズより一歳年
上ではあるが,厂濃い巻毛の小さな魔女 といった趣 きで,顔 をしかめると




この世の中の虚偽 と災難が蓄積 されればされる程,こ の世の遙か彼方 に
ある ドーラの星 は明る く純潔に輝 いた。私は ドーラが どこから来たか,或
いは彼女がどんなに天使に近い状態に位置 していたか分かっていたはずが
ない。しかし,私 は普通の娘同様,彼 女がただの人間 として存在するとい
うばか らしい考 えを,憤 りと軽蔑 をもってはねつけただろうということだ
けは確かだった。3)
ディケンズの描 くヒロイン達が外面的な美を備えているところから察
すると,マ ライアは美しい女性であったようである。 しか しディケンズ
がマライアに魅かれたのは,外 面的な美 しさだけによるものではないよ
うだ。それは,マ ライアがディケンズにな くてディケンズが欲 したもの
を持っていたからであろう。暖かい家庭に裕福な暮 らし,優 しい母 と頼
もしい父,大 きな家と家庭の味,俗 世間のことなど何 も知 らない身も心
も清 らかな少女。 これらは総て,デ ィケンズが求めようにも手の届かな
かった ものばかりである。
これ程 までに,デ ィケンズはマライアに魅かれていたのに,マ ライア
の両親の強い反対で二人の関係は冷たいものになってしま.う。マライア












を心の片隅に抱 き続けてきた。そして,二 十二年たった後に大作家 とな
ったディケンズの許へ,既 に結婚 し三女の母 となったマライアから一通
の手紙が届 く。ディケンズはその手紙に対して次のような返事 を書いて
いるQ
私のように,こ んなに も誠実で不運な恋 をささげた人 は一人 もいないと
いつも信 じています。私に属するどんな空想 も,夢 も,活 力 も,激 情 も,
熱情 も,決 断 も,無 慈悲なかわいらしい女性一一何 も言わないあなた
か ら切 り離そうにも切 り離すことができませんでした。私はあなたの為な
ら,喜 んで死にもしたで しょう。……私の愚かな青二才時代 において,あ
なたの名前の響 きはいつ も一種の哀れみと尊敬で私を満た していました。




















よりも大切 に思っていたディケンズが,何 故,家 庭を捨ててまでエレン
の心 を得 ようとしたのだろうか。
ディケンズの晩年の作品である 『大いなる遺産』に登場するエステラ
と、エレンはどこか相通 じるところがある。 この作品の中で,主 人公 ピ
ップがエステラによせる恋心を切々 と語る件 りがある。
本当の真実は,私 が男性の愛をもってエステラを愛した時,彼 女がただ
魅力的であったか ら,彼 女 を愛 した ということである。生涯をかけて,私
は理性に逆 らい,将 来の見込みに逆 らい,平 和に逆 らい,希 望に逆 らい,
幸福 に逆 らい,起 こるであろう総ての失意に も逆 らって,彼 女を愛 してい
るに もかかわらず,し ばしば私は悲 しみに気がついていた。私はそれを知





けのものにできるという確信 もないのに,心 は何時 とな くエレンを求め,
あんなに大切に思っていた家庭を自らの手で破壊 してしまった。後 に待
っているのは失望 と後悔だけだと分かっていなが ら,ど うしても彼女を
愛さずにはいられなかったのだ。 こういう感情は,も はやマライアに対
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する少年の恋ではな くて,大 人 としての愛に変わっている。 しかし,た




結婚後 も,デ ィケンズが理想の女性を求め続けた ことについては,妻
のキャサ リンにも大 きな原因があるに違いない。ディケンズがキャサリ
ンに宛てた手紙の中に,部 屋の乱雑 さを注意した手紙や,キ ャサリンの
嫉妬をなだめた手紙,機 嫌をとろうとしている手紙などが多いことから,
妻はなかなか短気でだらしのない女性であったようである。必要以上の
嫉妬や怒 りというものは,愛 する人 を遠ざけるのに十分な理由となりえ
る。相手を心から思いやる気持があれば,あ る程度の怒 りなど飲み込め
るはずである。 しかし,そ れが怒 りとなって外面に出てしまったという
ことは,よ ほど自分に自信がなかったのだろう。心から信 じるものがあ
れば,自 ず と自信 もつくものである。これは新婚当初から,二 人の気持
が一つになっていなかった証拠であるといえよう。
二人の間には十人 もの子供がいた。ディケンズが小説の中で生み出し




に妻 と母の二役を同時に求めていた。 しかし,キ ャサ リンはディケンズ
のこの欲求を満たす ことができなかった。又,デ ィケンズが幼少の頃か
ら夢見ていた家庭 と,実際自分が生活していた家庭 とは大分違っていた。
特にキャサ リンに対して不快感を抱 くようになったのは,義 妹メア リー
が死去 してからである。
メアリーはキャサ リンの妹で,デ ィケンズ夫婦 と同居 していたが,わ
ずか十七歳でこの世を去ってしまう。キャサリンとメアリーは二人で一
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人だった。メア リーの生存中は,キ ャサ リンはディケンズにとって妻の
位置にいることができた。 しかし,メ ア リーの影が消えて一人 となった
キャサリンは,デ ィケンズに対 して苦痛 を与えるばかりで,安 らぎを与
えることができなかったようである。そしてメアリーの存在はディケン
ズの心の拠 り所 となっていたらしく,死 後 はディケンズの心の中で美化
され,美 しく控え目で純真なヒロイン達 を生むきっかけとなったようで
ある。
幼い頃,母 親に一生心に残る傷 をおわされ,初 恋の女性マライアには
冷た くされ,心 の拠 り所であったメア リーには先立たれ,そ して妻キャ
サリンには愛想が尽 きた今,デ ィケンズを支えていたものはエレンに対
する愛情 と,デ ィケンズの描 き出す世界に生きるヒロイン達であった。
とりわけ晩年のい くつかの作品の中で最高傑作 と言われている 『大いな
る遺産』こそ,デ ィケンズの本心を語っている作品といえよう。そして
その中に登場するヒロイン,エ ステラ(E,Tと いう二文字が両者の名前




前 にも述べ た ように,EstellaのE,TはEllenTernanのE,Tだと言
われてい る。 デ ィケ ンズ はエ レンを とて も愛 していた。 ピ ップ もエステ
ラ を とて も愛 していた。
ピ ップ とエステ ラが まだ幼 い頃,二 人 は暗 い ミス ・ハ ヴィシ ャムの屋
敷で初 めて出会 う。 この時,ピ ップはエステラの光輝 く美 しさ と大人 び
た様 子 にびっ くりす る。前 にも述べ たよ うにデ ィケ ンズが初 めてエ レン
と出会 ったのは,エ レンが十八歳 の時 であった。その時のエ レ ンは美 し
く落 ち着 きが あ って,と て も十八 の少女 には見 えなか った のか もしれな
い。 ピ ップ とエステ ラの初 めての出会 いが,こ のエ レンの印象 とまった
く無関係 の もの とは言い切れ ない。
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エステラは,結 婚式の直前に相手の男性に逃げられて少 し気がふれて
しまった女性,ミ ス ・ハヴィシャムの養女 として育てられる。そして ミ
ス ・ハヴィシャムの男性への復讐の為に,エ ステラは世の男性 を総て魅
了してしまうような美を身につけ,と て も高慢に冷たく振 る舞 う。しか
しピップはどんなに冷た くされても,エ ステラを愛さずにはいられない
のだ。エレンもディケンズに対 して,ど ちらか というと冷たい態度で接
していたらしい。手を差 し伸べればす ぐにで も届 くところにいるのに,
心は遠 く、 まるで海を一つ隔てたところにいるよう.であった。
ディケンズはエレンの為に家庭 を捨てるが,ピ ップはエステラの為 に
一生の友 と決めたジョーを裏切 ってしまう。そして昔のみすぼらしい自
分を捨て,「gentleman」 になるためにロンドンへ と向か うが,育 ちとい
うのは恐ろしいもので,ど んなに生まれ変わろうとしても今 までの生活
を総て白紙に戻して自分をつ くり変 えるのは不可能である。 ピップがど
んなに頑張ってみたところで,エ ステラの前では 「粗野な下品な少年」
にすぎないのだ。 しかし年月と共に,二 人の間に微妙な変化が生 じてく
る。二人 にとって一番大切なものは何かということ一 二豊かすぎる富で
も名誉でもない もっともっと大切なものがあるということを心の奥
の方で感 じはじめるのである。 これは,デ ィケンズが晩年になって身を
以て感 じたことであった。ただ単に,経 済的な条件に恵まれていなかっ
たがために靴墨工場で労働を強いられ,マ ライアを失ったディケンズは,
「gentleman」 にならねばと豊かな富を築 き名誉 を受ける為にがむしゃ
らに働いてきた。そして念願のギャッツ・ヒルでの生活を手に入れるが,
ここでの生活は 「義務」以外の何 もので もなく,精 神的な満足は得るこ
とができなかったのである。







具体的に文章化して表に示 さないまで も,エ ステラのピップに対する行







より一歳年上で,ケ イ トとは同い年である。だから,エ レンに対 してデ
ィケンズは常に大人でなければならなかった。マライアの時のように,
感情が抑 えきれず,取 り乱 した り哀願したりなどという行動は,差 し控
えねばならなかったのである。しかし,恋 愛感情 というものは齢をとっ
たからといって穏やかになるというものではない。まだ,若 さにまかせ





厂君が知 っているように,僕 は君 を愛 している。僕が長い間熱烈に君を
愛 していたことは知っているはずだ。一(中 略)一 僕 はいつの日か君 を僕
のエステラと呼ぶことを望んではいない。僕はもうじき自分がどうなるの
か,ど んなに貧乏になるのか,ど こへ行 くのか分からない。それで も尚,







「私 はこのことについて,あ なたを励 ますために努力 したつもりです。
ねえ,そ うじゃな くって。」一(中 略)一
「僕 は君がそんなことできやしないと思った し,そ う望んだんだ。エス
テラ,君 はそんなに若 くて,素 直で,美 しいんだよ。」一(中 略)一
「それは私の中に形成 された本性の内にあるの。私が こんなにお喋 りす





位のピップがエステラに対 して,「 そんなに若 くて素直で……」などとい





のは,結 末である。第五十九章だけ,そ の前 までの章 と比べて随分と感
じが変わってしまっている。この結末がディケンズの友人,ブ ルワー ・
リットンの勧 めにより校正刷 りの段階で書き変 えられた ことは,ジ ョ
ン ・フォースターの伝記によって知 られる有名な話である。先に書かれ
た結末は,エ ステラが離婚 したところまでは改作 と同 じである。 しかし
その後エステラはShropshireの 医者 と再婚するが,そ の医者には資産は
な く,二 人はエステラの財産で暮 らしをたてている。そしてジョーの子
供 をつれたピップにピカデリーで偶然出会い,そ の子供をピップの子 と
勘違いして,ピ ップの幸せを確認 したところであっさり別れるという話
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である。二つの結末に関 しては多数の意見が述べ られているが,私 は書
き換えられた結末の方が この物語には好 ましい と思う。前 までの暗いイ
メージとはうって変わって,多 少異質な感 じもするが,今 までの辛かっ
た ことは総て忘れてこれか ら二人で人生 を一からや り直そうという明る
い場面で終っている。 この物語が暗 く幻滅の物語だか らといって,悲 劇




ている者同士手 を取 り合って再度未来 に向かって新 しいスター トをき
る。 もしかしたら,こ れが一番自然な形なのかもしれない。ハ ッピー ・






若い頃のエステラは,と ても美しく高慢で,そ の心 は氷のように冷た
く乱れることがなかった。そしていつ もピップの心 を支配していた。
君は,あ れ以来僕が見た総ての景色の中に存在 している。 川の上 に,
船の帆の上に,沼 地 に,雲 の中に,明 るい所に,暗 い所に,風 の中に,森
の中に,海 の中に,そ して街路 に。君 は僕の心がかつて知 りえた総ての優
雅な空想の化身であった。エステラ,僕 の人生の最後の一時間 まで,君 が
どう思おうと,君 は僕の性質の一部 としてとどまり,僕 の内のわずかな善,
わずかな悪 となって生 き続 けるのだ。10)






テラは,自 分で自分を上手に操ることが出来ず,新 しく生まれて くる感
情に対処する方法 も見つけることができなかった。何故なら,そ んなこ





ったのかもしれない。そして,エ レンの閉ざされた心 を解 きほぐすよう
に,作 中でエステラの心を柔らげていったのではなかろうか。エステラ
は ドラムルとの愛のない惨めな生活を通して,再 び生 まれ変わった。そ
して離婚後,ピ ップと再会する。
彼女の若々しい美しさは全 くなかった。 しかし,あ の言語に絶する程の
威厳 と魅力は残っていた。彼女の内に秘 められたそのような魅力は馴染み
のあるものであったが,私 が以前 に見ることができなかったものは,か つ
ての誇 りある目の悲 しみで柔らいだ輝きであった。そして私が以前 に感 じ
とることがで きなかった ものは,あ の冷たい手の親 しみのある感触であっ
た。11)
エステラは苦 しみを乗 り越 えて,総 てを失うことによって,今 までの
美しいだけの人形から生身の人間の温かみのある女性 となった。








男性が理想の女性を頭の中に描 く時,真 っ先に浮かんで くるのは母の
おもかげだろう。そして結局は自分の母のような女性を一生のパー トナ





を誰 よりも喜んでいた母親の存在 は,デ ィケンズにとって家庭の象徴 ど
ころか憎しみの対象ですらあった。ディケンズの母が誇 り高い少年ディ




デ ィケンズは母の愛,つ まり家庭愛に飢 えていた。ディケンズの描 く
女性達が何か現実離れしていたのは,デ ィケンズが家庭の味,す なわち
母性愛を知 らなかったからである。だからディケンズは,女 性 とは家庭





ケンズと同じ様 な生活状況の中にいた とした ら,彼 女に恋することはな
かったかもしれない。母についても,経 済的に恵 まれていなかったから




しかし経済的に安定し結婚 しても,妻 となったキャサ リンには心の安 ら
ぎを見いだせず,そ の妹メアリーの中に居場所 を求める始末であった。
メアリーは若 くしてこの世を去ってしまうが,こ の時以来,マ ライアと
の一件で受 けた印象は一段 と強まり,デ ィケンズの作品の中に美しく純
真無垢で,豊 かな暖かい家庭 に育った,優 しい善のイメージを掲げた女
性達が登場するようになる。それもエレンと出会ってからは,デ ィケン
ズの女性観に更に変化が見 られて くる。美しさや人を魅 きつける魅力は
そのままだが,デ ィケンズが守ってあげな くてはならない弱々 しい女性
から一転して,し んが強 くしっか りした,「単 に捲怠と自己嫌悪をもてあ
ました女性ではな く,独 自の要素を持った一個の人格 としての多面的な
要素 を持ち合わせた女性」12)を,愛情 を以って描 くようになるのである。
女性は男性に甘えるだけでな くて,あ る時は男性を引っ張ってい くよ
うな力強さを内に秘めている。美しい顔だち,そ してその穏やかな性質











5)桝 井 迪 夫 ・田 辺 昌 美 編 『デ ィ ケ ン ズ の 文 学 と言 語 』(三 省 堂,1972),p.26.
6)CharlesDickens,GreatExpectations(ThePenguinEnglishLibrary,1965),
pp.253-54.







12)『 デ ィ ケ ン ズ の 文 学 と 言 語 』p.27.
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